


定 例 会

JASC会員活動活性化事業報告会
開催日 2019 年 4月7日 （日）　 会場 くらしとバイオプラザ 21 事務局

2018年度に活動活性化委員会に応募し採択された5グループにより，活動報告が行なわれました。さ
らに，発表の後，2019年度助成のあり方について活発な意見交換が行なわれました。

JASC代議員総会開催
開催日 2019 年 5月29日 （水）　 会場 くらしとバイオプラザ 21 事務局

JASC代議員総会が開催され，会長より2018年度の活動が報告され，2019年度の計画が説明され承認
されました。また，いくつかの課題ついて活発に話し合いが行なわれました。

支 部 会

JASC静岡支部総会を開催
開催日 2019 年 5月26日 （日）　 会場 ふじのくに地球環境史ミュージアム

静岡支部総会が開催されました。平成30年度の実施報告の後， 静岡支部会規則， 新支部長選挙， および
今年度の活動計画の審議・承認が行なわれました。その後，坂田尚子氏による講演「博物館・科学館に
おける科学教室の新たな取り組み ―STEM教育プログラムの開発と実践について―」が行なわれました。

研 究 会 等

JASC2019年度第1回研究会開催
開催日 2019 年 7月27日 （土）　 会場 筑波大学茗荷谷校舎 116 講義室

JASC2019年度第1回研究会が開催されました。テーマは「サイエンスコミュニケーションとその広報」
として，5名の講演者により発表が行なわれました。

サイエンスコミュニケーションツール開発研究会の定例会開催と外部出展
開催日 2019 年 7月9日 （火），7月31日 （水），9月11日 （水），9月24日 （火）
会場 LODGE-Yahoo! JAPAN，ブックハウスカフェ（神保町）ほか

定例会が開催され，今後の活動展開について検討されました。また，9月28日（土）開催「【子どもと
楽しむ科学の本の文化祭】たんとたんと2019」（会場：東芝未来科学館）へ参加しました。今回の新た
なツールは，「単位」をテーマとして，『びょう』『アンペア』『メートル』『キログラム』『ケルビン』『モ
ル』の6種のカードで行ないました。

このコーナーでは，JASC の定例会や年会などの定期的な活動・イベントについて（ 2019 年 4 月～9 月）報告します。
Web サイトの JASC コモンズでは詳細を掲載しておりますので，ぜひご覧ください。

こんにちは！ JASC
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活 動 紹 介



■ 巻頭言
・小説だけでなく自然科学の本も（向井万起男） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ③- 1
・僕は「カフェ」を最後の記事に選んだ（尾関 章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ④- 1
・アートとサイエンスの領域をシャッフルする（大月ヒロ子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑤- 1
・論理単位としてのパラグラフ（黒木登志夫） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑥- 1
・5年目を迎えて（渡辺政隆） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑦- 1
・天文学－それは個人と社会をつなぐコミュニケーション・ツール（縣 秀彦） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑧- 1
・三人称ではなく「二人称」で向き合う（元村有希子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ⑨- 1
・祭と学びとまちづくり（美馬のゆり） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ⑩- 1
・霊長類学の研究・教育・社会貢献（松沢哲郎） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ⑪- 1
・ノーベル賞報道とサイエンスコミュニケーション（大隅典子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ⑫- 1
・密室のはなし（増崎英明） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ⑬- 1

■特別インタビュー
・生涯学習でまちづくり・ひとづくり（福留 強／佐々義子ほか） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ③-30
・豊かなサンゴの海を皆で守り育てるために（石橋順子／横山雅俊） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ④-30
・あなたの投稿論文で社会は変わるかもしれません（西山敏樹／牟田由喜子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑪-24

■特別寄稿
・STAP細胞騒動に学ぶサイエンスコミュニケーション（渡辺政隆） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ④-32

■特別レポート
・サイエンスピクニック2017視察報告（横山雅俊） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑨-44
・Science & You 2018北京大会参加レポート（牟田由喜子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑫-18
・アジア太平洋サイエンスコミュニケーション会議2018＠シンガポール国立大学参加レポート（牟田由喜子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑬-10

■つながる
《第 3 回》九州大学ミュージアムバスプロジェクトのとりくみのご紹介（竹田 仰） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ③-22
《第 4 回》「ビジュアル系科学広報」への取り組み（小森和範） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ④-20
《第 5 回》技術者と子どもたちとがつながるプログラム！（山岡由佳／内尾優子ほか） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑤-12
《第 6 回》リコー・サイエンスキャラバン（金丸勝彦） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑦-12
《第 7 回》基礎生物学研究所 一般公開の舞台裏（倉田智子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑧-24
《第 8 回》ICTとロボットで離島地区の社会問題に向き合う（槇田 諭） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑨-26
《第 9 回》福岡市科学館サイエンスナビと「サイエンススポットまち歩き」の取り組み（中村佳史・針谷亜希子） ‥‥‥‥‥‥‥‥　⑫-12
《第10回》科学技術広報担当者として15年（岡田小枝子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑬-14

■SC情報源
《第 3 回》『科学コミュニケーション』の著者がすすめるサイエンスコミュニケーション関連本：基礎編（岸田一隆） ‥‥‥‥‥‥‥ ③-24
《第 4 回》『科学コミュニケーション』の著者がすすめるサイエンスコミュニケーション関連本：応用編（岸田一隆） ‥‥‥‥‥‥‥ ④-22
《第 5 回》『科学コミュニケーション』の著者が影響を受けたフィクション本：特別編（岸田一隆） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑤-16
《第 6 回》放送授業から得るサイエンスコミュニケーションの実践ヒント（牟田由喜子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑦-14

■サイエンスコミュニケーターになろう！
《第 3 回》早稲田大学大学院政治学研究科ジャーナリズムコース科学技術／環境／医療専門認定プログラム（中村 理） ‥‥‥‥‥‥ ④-24
《第 4 回》研究者のための「対話力トレーニングプログラム」（加納 圭ほか） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑤-18
《第 5 回》静岡における科学コミュニケーター育成講座（代島慶一） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑥-14
《第 6 回》博物館スタッフ向けサイエンスコミュニケーション研修（神島智美ほか） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑦-16

■若手が行く！
《第 3 回》サイエンスコミュニケーションクエスト（綾塚達郎ほか） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ③-28
《第 4 回》プロパフォーマーの科学の伝え方（らんま先生／小幡哲士） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑤-22
《第 5 回》サイエンスコミュニケーションの理論と実践 in オーストラリア（山田淑乃） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑥-16
《第 6 回》サイエンスコミュニケーターを目指して（小林良彦） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑦-18

■知りたい！
《第 3 回》医療の現場でもサイエンスコミュニケーション！（鈴木美慧） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ③-26
《第 4 回》『科学研究』『論文』『査読』，そして『研究不正』とはなにか（内村直之） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ④-26
《第 5 回》地球温暖化って，ほんとうですか？（保坂直紀） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑤-20
《第 6 回》なにがすごかった！？ COP21（亀山康子） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑦-20
《第 7 回》もう一度整理！ ワークショップ・デザイン（高尾戸美） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑧-26
《第 8 回》ゲノム編集技術とコミュニケーション（笹川由紀） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑨-30
《第 9 回》SDGsって何？ どう活かし，広めるか考えてみよう！（上田壮一） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑩-22
《第10回》どうなった!? ヒアリ問題（森 英章） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑪-18
《第11回》専門性を追究した科学コミュニケーション（大渕希郷） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑫-16
《第12回》薬が効かない細菌が激増中（松永展明）／動物にまつわるAMR（薬剤耐性）問題とサイエンスコミュニ
　　　　 ケーション（西岡真由美） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑬-18, 20

■ピックアップ
《第 3 回》「植物名ラベル」を通して，自然と人とをつなぐ ㈱アボック社 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ③-36
《第 4 回》「中高生に伝えたい！」その思いがソラオト“ラボ”開校へ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ④-28
《第 5 回》「大阪湾を何とかしたい！」市民の思いを結集“大阪湾見守りネット” ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑤-24
《第 6 回》名古屋の学生サークル「kagaQ」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑦-22
《第 7 回》分野の壁を超えた「知」の楽園“好奇心の森DARWIN ROOM” ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ⑧-28
《第 8 回》東京都市大学文理融合型キャンパスから“科学コミュニケーション・プロジェクト”始動 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑨-32
《第 9 回》“海のサイエンスカフェ”続けることで見えてくるもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　⑩-24
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議論の場へようこそ──

● 記  事

編集委員による閲読

実践の記録や問題提起

原則２ページ以内

内容の中心

カバーする範囲

分量

審査

審査基準

本誌は，意見交換のための「情報交換誌」であると同時に，
記事や論文を投稿・議論できる「学術論文誌」としての性格もあわせ持っています。
ここから先は〈投稿〉のページです。

①同種の記事がないもの
②実際の全体像が示されている
③読者に読みやすい

査読者による査読
（「招待」は編集委員による閲読）

原則8ページ以内

①未発表のもの
②論理性
③有用性
④特定の領域の全体像が示されている
⑤読者に読みやすい

査読者による査読
（「招待」は編集委員による閲読）

独創性のある調査研究や理論

調査研究の成果，理論研究，
提案など

原則８ページ以内

①未発表のもの
②論理性
③有用性
④新規性
⑤読者に読みやすい

● 実 践 報 告 ● 総  説 ● 論  文

※受付日＝編集委員会受付日・受理日＝掲載決定日（「招待」に受付日・受理日はありません）
※最新の投稿規定は，協会ウェブサイト http://www.sciencecommunication.jp/ でご確認ください

記事・実践報告・総説・論文

実践の記録，問題提起，研究ツ
ール紹介，海外の文献や報告
の抄訳，書評など

特定の領域についての政策・
研究動向などの解説や提案，
展望

国や官庁の方針の解説，研
究動向・レビュー，歴史的経
緯のまとめなど

査読者による査読
（「招待」は編集委員による閲読）

原則8ページ以内

①同種の報告がないもの
②実践の全体像が示されている
③有用性
④報告の視点が明確である
⑤読者に読みやすい

サイエンスコミュニケー
ションに関する実践報告

実践報告など

「執筆要項」および「投稿フォーム」更新のお知らせ
　編集委員会では，かねてより投稿者や査読者の利便性を図るべく検討してまいりましたが，2019年6月より投稿のシステムを

一部変更し，それに合わせて「執筆要項」および「投稿フォーム」を更新しました。今後，投稿に際しましては，日本サイエンス

コミュニケーション協会のホームページの「ジャーナル」欄をご参照いただきたくよろしくお願いいたします。

　更新内容の概要は以下のとおりです。詳細はホームページでご確認ください。

１． 原稿（英文要旨・テキスト）は，「MS-Wordファイル」もしくは「テキストファイル」をお送りください。これまで受け付

けていたPDFファイルは，今後は受け付けません。

２． 原稿（レイアウト）は，これまで「記事」についてだけ送っていただきましたが，今後は「実践報告・総説・論文」につ

いてもお送りください。レイアウトサンプルは「執筆要項」のページからダウンロードできます。「記事用」および「実践

報告・総説・論文用」に分かれていますので，該当するレイアウトサンプルを選んでください。MS-Word形式になってい

ますので，これに原稿の本文を流し込み図や表を挿入してみて，投稿しようとする原稿が規定のページ内に収まり，かつ

全体のレイアウトがわかる原稿を完成させてお送りください。その際，「MS-Wordファイル」だけですと編集部で再現で

きない場合もありますので，確認するためにレイアウトファイルをPDF化した「PDFファイル」もいっしょにお送りください。

３． 原稿の分量（字数）を，これまでの概数でなく，実際に近い字数としました。この結果，刷り上がり1ページは約2,700字

換算（文字だけの計算。実際はここから図や写真の分量を差し引く）となり，「記事」および「実践報告・総説・論文」の

全文字換算は以下のようになります。

 ・「記事」：20字×45行×3段組，刷り上がり2ページ以内（全文字換算で4,000字まで）

 ・「実践報告・総説・論文」：31字×45行×2段組，刷り上がり8ページ以内（全文字換算で20,000字まで）

 （編集委員会）
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 1．投稿資格
会員に限る。執筆者が複数の場合，筆頭執筆者は会員でなければならない。

 2．投稿原稿
サイエンスコミュニケーションに関する未発表の研究内容で，刊行の目的に合致したものに限る。種別は以下の4種類とする。
　イ．記事（実践の記録や問題提起などが中心。原則として刷り上がり2ページ以内。編集委員による閲読を受ける）
　ロ．実践報告（サイエンスコミュニケーションに関する実践報告が中心。原則として刷り上がり8ページ以内。査読対象）
　ハ．総説（特定の領域についての政策・研究動向などの解説や提案，展望などが中心。原則として刷り上がり8ページ以内。査読対象）
　ニ．論文（独創性のある調査研究や理論が中心。原則として刷り上がり8ページ以内。査読対象）

 3．原稿の投稿方法
原稿は当協会のホームページ上にある「電子投稿システム」を利用して投稿する。
https://www.sciencecommunication.jp/journal/form/

 4．原稿の受付
編集委員会から投稿者に原稿受付の連絡が届いたことをもって，正式に原稿が受付されたものとする。受付日は編集委員会から連絡する。

 5．原稿の様式
原稿の様式は，執筆要項による。

 6．原稿の採否
投稿された原稿の採否は，査読を経て編集委員会が決定する。区分は以下の通りとする。
　A．採用，そのまま掲載可（軽微な修正を含む）。
　B．修正後に再投稿されれば，再度審査を行う。
　C．不採用，掲載不可とする（再投稿はできない）。
なお，採用の場合でも，編集委員会において表記などを最小限の範囲内で改めることがある。

 7．内容の責任と著作権
掲載された論文等の内容の最終責任は著者が負うものとする。また，論文等に関するすべての著作権（著作権法第27条および第28条に規
定する権利を含む）を当協会に譲渡するものとする。

［（注）譲渡されるのは著作権（財産権）のみであり，著作者人格権（公表権・氏名表示権・同一性保持権）は著者（著作者）に一身専属で残ります。］

 8．掲載料
実践報告，総説および論文1本あたり掲載料は2,000円とする（記事は不要）。なお，正会員は掲載料が免除される。

 9．別　刷
別刷は作成しない。希望者には，該当ページのPDFファイルを論文等1本ごとに5,000円で提供する。PDFファイルの配付は著者の自由とす
るが，自己のホームページなどウェブへ掲載する場合は，編集委員会から知らせる解禁日以降とすること。

10．著者校正
著者校正は1回とする。

11．献　本
執筆者には，掲載論文等の本数に関係なく，掲載号1部を献本する。

12．依頼原稿
上記投稿原稿とは別に，編集委員会判断で特別に必要と認めた場合は，適任者に原稿執筆を依頼することができる。この場合，編集委員
による閲読を行う。

13．購　入
本誌の購入を希望する場合は，有料で購入できる。

14．機関誌面の一般公開
発行から1年を経た時点で，当協会のホームページにおいて一般に公開するものとする。公開を希望しない場合は，理由を付して，事前に
編集委員会まで申し出ること。

15．本規定の改正
本規定は編集委員会によって改訂することがあるので，論文投稿に際しては当協会ホームページで最新の投稿規定を確認すること。

日本サイエンスコミュニケーション協会誌　投稿規定

［2012年4月26日 制定，2014年1月23日・2014年8月5日・2017年5月7日 改訂］
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サイエンスカフェへのハテナソン導入の試み

はじめに	

　筆者は大学院生の頃から各地のサイエンス

カフェにおいて，原子・元素・原子核の基礎

知識や原子核物理の研究に関する話題提供を

している。そこではもちろん，質問やコメン

トをしやすい雰囲気の創出や対話する時間の

確保に留意している。他方で，より多くの参

加者が問い，考えられるサイエンスカフェを

どのように実現するかについては，模索を続

けている。最近，その模索の中において，「ハ

テナソン」と呼ばれる質問づくり手法の一部

を自身が登壇するサイエンスカフェで応用し

ている。この試みはまだまだ改良の余地があ

るが，筆者はハテナソンがサイエンスカフェ

に非常に親和性が高いと感じている。そこで

本稿では，ハテナソンの概要を紹介するとと

もに，その一部をサイエンスカフェへと導入

した結果，そして，そこから見えた課題と展

望について述べる。さらに本稿では，実践の

場で得られた質問の簡単な分析も行なう。

ハテナソンの概要	

　「ハテナソン」は「ハテナ（？）」と「マラ

ソン」を組み合わせた新語であり，質問づく

り手法を中核とする「質問づくりの場」を意

味している1）。それはアメリカで発案された

質問づくり手法“Question Formulation Tech-

nique（QFT）”2） に起源をもち，佐藤賢一氏（京

都産業大学／ハテナソン共創ラボ）らによって広

められている。当初は，大学教育の場で開発・

実践されていたが1, 3）， 今や，高校生4） や小学

生5），研究者向け6） にも展開されている。

　ハテナソンやQFTは以下8つの基本ステッ

プからなる。すなわち，

①　質問づくりのルール説明

②　質問の焦点（テーマ）の開示

③　質問出し

④　質問の分類と変換

⑤　質問の選択

⑥　アクションプランの作成

⑦　共有

⑧　振り返り

である。詳細については文献1，2）を参照され

たい。サイエンスカフェへの導入においては，

時間的な制約もあることから，上記一部の応

用を考えた。筆者の場合，「③質問出し」と「⑦

共有」をサイエンスカフェに導入した。

サイエンスカフェでのハテナソン使用	

　筆者は以下のような流れで，ハテナソンの

一部を自身が登壇した3回のサイエンスカ

フェ（表1）に導入した。

①　質問出し

②　共有

③　話題提供（①で出された質問へ回答）

④　①で出された残りの質問へ回答

⑤　他の質問・コメントの受付・回答

表1：ハテナソンを試したサイエンスカフェ

Bar理論核物理（原子核物理）

開催日：2018年8月8日（水）
会場：サンボン（福岡県福岡市）
参加者数：4名

サイエンスカフェ@うきは18

開催日：2018年10月13日（土） 
会場：トニーズカフェ（福岡県うきは市）
参加者数：19名

第4回サイエンスカフェ@唐津

開催日：2018年12月16日（日） 
会場：旧大島邸（佐賀県唐津市）
参加者数：19名

　「質問出し」の箇所では，受付時に配布した

話題提供内容のハイライトに2～3分で目を通

してもらい，参加者一人ひとりに質問を考え

てもらう。その後は，考えた質問を参加者一

人ひとりに発言してもらう。この際には，ど

んな質問でもよいこと，事前に抱いていた疑

問でもよいことを伝えた。また，どうしても

質問が浮かばなかった方や発言したくない方

受付日　2018年7月3日
受理日　2019年7月8日

キーワード  質問づくり，ハテナソン，サイエンスカフェ，対話

小林良彦　Yoshihiko KOBAYASHI

九州大学基幹教育院次世代型大学教育開発センター 特任助教

記事
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に対しては，発言を強制しなかった。発言し

てもらった内容は，参加者全員で共有できる

ように，ホワイトボードや紙に書き出した（写

真 1参照）。なお，質問を順々に聞き，書き出

す際には，「よい質問ですね」や「鋭いですね」

などといった評価は一切しないことに留意し

た。これはハテナソンの理念の一つでもあり，

誰もが質問を発言しやすいようにする工夫で

もある。

　質問出しがひととおり終わったら，その内

容をもう一度概観（共有）し，話題提供の内

容とからんでいるものはその途中で回答し，

それ以外については，話題提供終了後に回答

する旨を説明した。また，回答できない質問

があることも，このときに申し添えた。

ハテナソン試用の結果と見えた課題	

　表1にある3回のサイエンスカフェで行なわ

れた「質問出し」では，計36個の質問を集め

ることができた（それらの内容については次節で

説明）。この試行により，多くの参加者と質疑

応答のやりとりができた。この点については，

筆者としては喜ばしいことであった。しかし

一方で，試行したことで見えた課題もあった。

ここでは3点記しておきたい。

　まずは，「質問出し」にかかる時間の問題だ。

導入準備の段階でも，サイエンスカフェにお

ける時間の制約は認識していたが，参加者の

発言に伴う時間や質問を書き出す時間が予想

以上にかかってしまった。次に，質問内容の

制約に関する問題だ。少しでも発言しやすい

・ ［輸入物の］パイン缶の缶は［衛生的に］

大丈夫か？

今後の展望	

　本稿では，サイエンスカフェにおいて，ハ

テナソンの一部（「質問出し」と「共有」）を

導入した事例について紹介した。「質問出し」

にかかる時間の節約や話題提供とは関係ない

質問の回避などの改善点は残るが，多くの参

加者の声を聞けること，そして，質問への回

答やコメントという形で対話できる点でハテ

ナソンはサイエンスカフェに有効な手法であ

ることが垣間見られた。また，ハテナソンを

通して収集した質問を分析することで，サイ

エンスコミュニケーションにおける質疑応答

に関する知見を蓄積できる可能性も示唆され

た。

謝辞　本稿の執筆にあたり，ハテナソンの実

践に関して多大なアドバイスを下さった佐藤

賢一氏に感謝申し上げる。本稿で紹介した実

践の一部は日本サイエンスコミュニケーショ

ン協会2018年度サイエンスコミュニケーショ

ン活動助成事業の支援を受けて行なわれた。
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ようにと，「どんな質問でもよい」と伝えたこ

とが仇となり，話題提供の内容とは一切関係

ない質問も出てしまった。その点については

次節にて述べる。またその他に，「質問出し」

の時間に音楽（BGM）があるとよい，という

意見も寄せられた。

質問の分析	

　本節では，「質問出し」で得られた計36個

の質問に関して，文献7）を参考に分析する。

文献7）では，「専門家の戸惑う質問」の特徴を

検討し，大きく以下のように分類している。

A1 ：科学の範囲内に一応収まるもの

A2 ：科学を逸脱しているもの

B1 ：何らかの誤解に基づいているもの

B2 ： 日常の経験や感覚を科学の世界に持ち

込んでいるもの

　筆者は寄せられた計36個の質問の中から，

「専門家の戸惑う質問」として，11個を選出し

た。その内訳は，A1：2個，A2：3個，B1：1個，

B2：5個であった。それぞれの例を一つずつ

以下にあげる。なお，以降の[ ]内は質問内容

に関する筆者による補足である。

・ 元素［の種類］はいくつあるのか？（A1）

・ 我々はどこからきたのか？ 何者なのか？ 

どこへ行くのか？（A2）

・ 素粒子のほうが本当は［宇宙より］大き

いのか？（B1）

・ 元素［の性質］がわかることで人間によ

いことはあるのか？（B2）

　他方で，筆者や研究者に関する質問もいく

つか寄せられた。以下がその例である。

・ 小林さんは物を見たら何の元素かわかる

のか？

・ 研究者は周期表をどう覚えているのか？

　また，以下にあげるような，話題提供の内

容とは一切関係ない質問も出てしまった。こ

の点については，「質問出し」を行なう際に留

意事項を伝えることで免れたい。

・ ボケないようにするにはどうすればよい

か？

写真1： 「第 4回サイエンスカフェ@唐津」で出された
質問の数々
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1．	はじめに	

　日本火星協会は，1998年8月米国の火星協会（The Mars Society）

がNPO法人として発足した際，出席していた日本人のグループによっ

て任意団体として立ち上げられた。その後，活動の活性化のために，

2015年11月11日に特定非営利活動法人日本火星協会として設立し

た。日本火星協会は，以下4つの目標を達成するために懸命に活動を

行なっている。①人類の生活圏の拡大による新しいフロンティアへの

挑戦，②持続的な経済・科学技術の発展，③新しい文化・芸術・スポー

ツの創造，④人類どうしの紛争や戦争のない平和な世界の実現を推

進。これらの活動目標を達成するための事業として「火星探査及び

深宇宙探査に関する情報発信事業」や「火星探査及び深宇宙探査に

関する子供や若者への教育活動事業」などを行なっている。米国の

火星協会は，ユタ州の砂漠地帯に火星砂漠研究基地（MDRS）や，カ

ナダ北極圏のデヴォン島に模擬火星基地（FMARS）を有しており，

日本火星協会はその日本ハブとして機能し，日本人が模擬火星基地

で活動できるように支援を行なっている。また，日本火星協会の年次

総会では，情報交換会を開催し会員間の相互コミュニケーションを図

るとともに，不定期ではあるが会員向けの勉強会も開催してきている。

さらに，一般や子供向けの事業としては，火星や有人火星探査に関す

る理解増進を図ることを念頭にしたイベントの企画や手法を模索して

きた。2016年と2018年には，火星をテーマにした10種類以上のイベ

ントをはまぎんこども宇宙科学館に企画提案し，そのうち，いくつか

のワークショップを実施した。また，2017年と2018年には，逗子こ

どもフェスティバルで，「火星移住計画」と「食と住」のワークショッ

プなどを開催してきた。

　それらのうち，はまぎんこども宇宙科学館で開催した火星基地をデ

ザインした2種類の子供向けワークショップについてその特徴を紹介

するとともに，実践を通じて見えてきたことについて考察する。

2．	各ワークショップの概要	

　2つのワークショップはいずれも，はまぎんこども宇宙科学館で実

施し，対象は洋光台サイエンスクラブの小学生とした。当日の運営は

日本火星協会会員の協力を得た。また，会場設営や参加者の事前申

込と受付は，科学館スタッフの力をお借りした。両ワークショップの

共通のねらいは，「火星への興味関心を高める」「火星居住について

火星基地をデザインする子供向けワークショップ
実践報告
A Report on Kid-friendly Workshops: How to Design a Mars’ Habitation Module

特定非営利活動法人日本火星協会（以下，日本火星協会）は，法人の活動目標を達成するための事業の一つとして「火星探査及

び深宇宙探査に関する子供や若者への教育活動事業」を掲げており，火星や火星探査について紹介すると同時に，火星基地をデ

ザインする子供向けワークショップを実施した。火星基地をデザインする際には，内装や外装，機能，建築，資材調達など多様な

視点が必要である。ここでは，火星基地を子供たちが短時間で設計できること，机上で製作でき，身近な材料で工作できることを

前提条件にワークショップを企画することとした。火星の地下に洞窟のような空洞が存在するならば，その地下空間は火星基地を

つくる候補地となりうる1）。また，2018年は火星が地球に大接近するため，市民が火星を身近に感じうる年である。これらを受けて，
火星基地内部および火星基地外観をデザインする2種類のワークショップを企画し，実施した。実施形式や参加人数はまったく異

なるものであったが，子供たちなりにアイデアを凝らし，自己流の火星基地をデザインし楽しんでいたことは双方に共通していた。

遠いようで近い火星という惑星をテーマにした基地デザインは，地球での暮らしを映し出す良き題材になりうると推察する。とり

わけ，天文学的現象が起こる時期に天文をテーマにしたイベントを開催すると応募者数が増え，満足度も高まることが示された。

このようなイベントは，火星をはじめとする宇宙探査などの最新情報をタイムリーかつわかりやすく知りたい市民のニーズに応え

るとともに，今後も期待されている。そのため，日本火星協会の教育活動事業は重要な役割を担いうると推察される。

要　旨
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考える機会を提供する」ことである。火星基地をデザインする際には，

内装や外装，機能，建築，資材調達など多様な視点が必要である。

ここでは，子供たちが火星基地を1時間以内という短時間で設計でき

ること，机上で作製でき，身近な材料で工作できることを前提条件に

企画することとした。そこで，基地内部および基地外観をデザインす

る2種類のワークショップを企画し，実施した。なお，各ワークショッ

プは，いずれも日本火星協会のオリジナル企画である。

2.1　火星基地内部をデザインするワークショップ
【タイトル】 火星の地下基地100部屋をデザインしよう！

【実 施 日】 2016年5月28日（土）

【所要時間】 90分

【参加定員】 16名（4チーム×4名とするため）

【企画意図】　火星や月の表面に縦孔が発見されている。2009年，日

本の月探査機SELENE（愛称「かぐや」）の科学者チームは，月に3つ

の巨大な縦孔を発見した2）。その縦孔の底には，横方向に広がる巨大

な地下空洞が広がっていると推測されており，将来の月面基地として

も有望視されている3）。また，火星にも米国NASAにより，セブンシ

スターズという愛称のついた7つの縦孔が発見されている4）。それら

の縦孔底も同様に地下空間が広がっていると推測されており，宇宙放

射線やダストデビルなどから逃れられるという優れた理由により，火

星基地として活用できる可能性を秘めている1）。そこで，将来，火星

の地下に火星基地をつくることを想定し，その内部空間をデザインす

るワークショップを企画した。参加者に，「火星基地の有力候補地の

1つは，“地下”であり，科学者の間で注目を集めていること」という

新たな視点を獲得してもらうこと，また，「火星基地内部のイメージ

を自ら想像し，基地内部の機能，多様性から地球での暮らしを見直し，

関連付け，火星をより身近に感じてもらう」ことを念頭に考案した。

【構成・概要】　内容は，Step1から3までの3部構成とした（図 1）。

Step1で，火星とはどのような場所なのかを地球と比較しながらクイ

ズ形式で学んだ。1年の長さは？ 空気は？ 気温は？ という内容から，

ダストデビルや放射線環境，縦孔など最新の科学情報を図や写真を

用いて紹介した。Step2では，絵本『ちか100かいだてのいえ』（いわ

いとしお著，偕成社）の読み聞かせを行なった（偕成社には事前に「著作

権利用許可申請書」を提出）。ここでは，もし火星だったらどんな地下の

部屋が欲しいかを想像するヒントを提供した。その後，Step3で火星

基地を描いた。基地デザインに入る前に，ある設定とゲームを行なっ

た。2030年を想定し，すでに火星に住んでいる先住民の“えっちゃん”

から参加者一人ひとりに「火星への招待状」が届き（写真 1），そこ

に記載されたリアルなリクエストに応えるべく，火星での暮らしを想

像しながら4チームに分かれて部屋をデザインした。“えっちゃん”

とは，オランダの片道火星飛行マーズワンに日本人で唯一選考に残っ

ている島袋悦子さんの名にちなんで本ワークショップ用に命名した愛

称である。

　チーム分けのあと，各チームの一体感を高める工夫として「石ころ

じゃんけんゲーム」を導入した。まず，“持ち石”約20個を各チーム

に配り，司会者もしくは誰かが1枚札をひく。次にその札に記載され

た内容に最も適した特徴をもつ石を“持ち石”の中から選び，「石こ

ろじゃんけん，じゃんけんポン」の合図で4チームが石を見せ合うと

いうもの。たとえば，札には「赤くてゴツゴツした石」などと記載さ

れている。記載条件をピッタリ満たす石は入っていないため，チーム

メンバーでじっくり石を観察し，相談しながら，1つを選ぶのである。

このゲームは，火星で石を選ぶ地質学者をイメージして筆者の一人

である新井が考案したものである。

　火星への招待状は，簡単な立体カードとなっており，“えっちゃん”

からの2つのリクエストが書かれている。リクエストは，「ベンチのあ

る公園と病院がほしい」や「動物えんと美術館がほしい」など，すべ

て異なるキーワードの組み合わせからなり，16人分16種類を準備し

た（写真2，表1）。これらのリクエストを満たすように，“地下の部屋”

の枠が書かれた紙の中に描いていく（図2）。

写真1：一人ひとりに届いた火星への招待状は，片道切符

図1：火星基地内部をデザインするワークショップの流れ

図1：火星基地内部をデザインするワークショップの流れ 

Step1: 火星クイズ（30分） 

火星に関する 
基本的な科学情報 
の提供 
Step2: 絵本読み聞かせ（15分） 

Step3: 火星地下基地を描く（30分） 

火星についてクイズを交えて、惑星
としての基本情報や放射線等の過
酷な環境について、情報提供した。
地上と地下では、住む上でどんなメ
リット・デメリットがあるでしょうか？地
球の地下住居の事例も紹介した。 

火星の地下での生活をイメージさせ
るヒントとして、人気絵本「ちか100
かいだてのいえ」を読み聞かせた。さ
まざまな地下部屋を見て、奇想天
外な発想も大丈夫だという雰囲気
をつくり、想像をふくらました。 
 

の提供

時は、2030年。火星の先住民
えっちゃんから、「●●の部屋がほし
い！」というリクエスト付きの「火星へ
の招待状」が各人に届く。チームで
手分けして、えっちゃんの希望する
部屋（地下基地）を描いた。 

まとめ: 合体と発表会（5分） 
   作品を合体。作製意図をインタビュー形式で発表する。 コロンとスペースを修正 
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　‶地下の部屋”の枠は，何種類か準備し，A4用紙1枚横置きに4部

屋入るようにし，1人何枚でも描けるようにした。最低でも，4チー

ム×各4名×4部屋＝64部屋ができあがる想定である。しかし筆者ら

は，限られた時間内に子供たちがすぐ描き出すのは難しいだろうと考

えた。そこで，フリーイラスト素材のパーツを事前に準備し，それら

を使いたい場合は，“持ち石”をワークショップ内で使える通貨とし，

石1つに対してパーツ1つが手に入るルールを導入した。自ら考えて

描いてほしいため，フリーイラストばかりを使いすぎないように，ま

た，使うときはチームでバランスよく使うように注意を促した。

2.2　火星基地外観をデザインするワークショップ
【タイトル】 火星大接近2018特別ワークショップ「きらきら星空ラ

ンプと火星基地ランプを作ろう！―火星大接近のお話つき―」

【実 施 日】 2018年7月30日（月）

【所要時間】 90分×3回

【参加定員】 各回24名（3回実施で合計72名）

【企画意図】 2018年夏は，歴史的な天体ショー“火星大接近”を肉

眼で見て，火星を身近に感じることができる絶好のタイミング。

　筆者の一人，新井は2003年夏の火星大接近のときに，「マーズ・

ウィーク2003」というイベントを企画した。イベント参加者の満足度

が高かったことが示されたほか，テレビやラジオ，新聞にも取り上げ

られメディアからの注目度も高いものであった5）。と同時に，火星観

望会が全国的に開催されるなど，市民が火星に親しめる機会が多い

年であったことを記憶している。それらの経験から，2018年の火星

大接近も同様に世間が火星に注目する絶好のチャンスととらえ，火星

大接近にちなんだ企画を立案した。具体的には，火星や火星大接近

について知見が広げられ，この歴史的な天体ショーが起こる夜空を

アート作品として形に残せ， なおかつ， 持ち帰りできる工作を考案した。

【構成・概要】　内容は，Step1から3までの3部構成とし，火星を存

分に味わえる3つの作品を手づくりし，火星に親しむ機会を創出した

（図 3）。Step1で紙に小さな穴をあけて，中にLEDを入れることで，

火星が大接近する日の夜空を再現したランプを製作。火星のみなら

ず，土星，木星，アンタレス，星座との位置関係も学べる工夫を施し

た。Step2では，火星大接近の基本的な情報，次の火星大接近の予定

写真2：火星への招待状の中
表 ：火星への招待状に記載されたリクエスト一覧

公園
チーム

ベンチのある公園と病院
お花畑のある公園とトイレ
ブランコのある公園と噴水
鳥のいる森と薬局

学校
チーム

図書室と中庭
音楽室と体育館
図工室と理科室
教室と保健室

エンタメ
チーム

ゆうえん地とプール
動物えんと美術館（絵画）
映画館とスーパーマーケット
コーヒーショップと本屋さん

ものづくり
チーム

魚の養殖場とパン屋さん
野菜ばたけとアイス屋さん
果樹園とケーキ屋さん
レストランとカバン屋さん

表1：火星への招待状に記載されたリクエスト一覧

図2：火星の部屋（地下基地）を描く“枠”の一例

図3：火星基地外観をデザインするワークショップの流れ

図3：火星基地外観をデザインするワークショップの流れ 

Step1: きらきら星空ランプ（15分） 

火星に関する 
基本的な科学情報 
の提供 
Step2: 火星大接近2018ミニブック（15分） 

Step3: 火星基地ランプ（30分） 

紙に穴をあけて、中にLEDを入れる
ことで、火星が大接近する日の夜空
を再現。土星、木星との位置関係
も学んだ。 

火星大接近の基本的な情報、次の
火星大接近予定、火星の色や探
査に関する情報を穴埋め式で記入。 
左上に穴をあけて、ひもに好きなビー
ズをつけることで、首下げ式のオリジ
ナルミニブックが完成。 

火星での暮らしを想像しながら、筒
型の火星基地ランプをデザインした。
窓のかたちが異なる2種の設計図か
ら１つ選び、各自で外観をデザイン
する。中にLEDを入れることで、温か
みのある火星基地が完成。 

Ending: 鑑賞会・講評・撮影会（10分） 
部屋全体の照明を落とし、Step1とStep3でつくった作品を一斉
にライトアップ。最後に、オリジナルお土産袋を配布。 コロンとスペースを修正 
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年，火星の色や探査に関する情報をクイズ形式で問いかけ，ミニブッ

ク内の空欄に各自記入した。また，望遠鏡および肉眼での観測方法と

楽しみ方について，それぞれポイントを絞って記載した。用紙の左上

に穴をあけて，好きな色のひもやビーズを選んで付けることで，首下

げ式のオリジナルミニブック「火星大接近2018」を完成させた。なお，

火星大接近に関する素材は，おもに国立天文台の火星大接近2018の

ホームページ掲載のものを活用した6）。Step3で，火星での暮らしを

想像しながら，筒型の火星基地ランプを製作した。窓の形状が異な

る2種のオリジナル設計図から一つ選び，基地の外観をデザインする。

基地には，支えの脚や，階段，太陽電池パネル，パラボラアンテナが

オプションで着けられるようにした。中にLEDを入れることで，温か

みのあるオリジナル火星基地が完成。また，紙を筒状に巻く作業は

Step1で練習済み。デザインが思い浮かばない子向けに，犬や猫，ウ

サギや鳥などの動物や花のシールを準備し，希望者に配布した。また，

これら3つの作品を持ち帰るためのお土産袋も準備した。

3．	結果および考察	

　2種類のワークショップの実施結果と考察について述べる。

3.1　�火星基地の内部をデザインするワークショップの結果および
考察

　本ワークショップはアンケートを実施しなかったが，子供たちが真

剣に取り組み，楽しんでいる様子が伺えた。それは，以下の観点から

推察される。なお，筆者ら複数人の目で「参加者の態度」や「作品

の出来栄え」をもとに，結果を考察することとする。

　Step1の3問選択式火星クイズでは，そのいずれかに全員が元気に

手をあげ，自己表現を行なうことができた。Step2の絵本読み聞かせ

では，スクリーンに投影された絵本を，参加者全員がしっかり見入っ

ていたことが目視で確認できた。以上から，Step3で行なう火星の地

下基地内部のデザインに必要なヒントを提供でき，子供たちなりに情

報を受け取ったと推察する。

　ワークショップのねらいの一つは，「火星居住について考える機会

を提供する」ことである。「火星に住むこと」について考えたり，想

像したり，工作したりする機会は，日常生活の場面ではなかなかない。

日本火星協会が「火星居住」にからめたワークショップを開催するこ

とで，まずは「火星に住むことについて“考える”」という機会およ

び場を創出することができたと考える。参加者が「考える」とは，火

星クイズへの参加のほかに，火星基地内部にどんなアイテムを置い

たらいいだろうと想像し，自分でそのアイテムを探して貼ってみたり，

描いたりする行為である。

　Step3では，筆者らは，事前に情報提供した火星のサイエンス（気

温変化やダスト，放射線環境など）を，子供たちが「火星での暮らし」

に変換して，短時間のうちに絵画などに巧みに反映させるのは非常に

困難であると想定していた。実際，重力の違いなどを意識した作品は，

ボランティアの大人からしか出てこなかった。結果的には，「快適な

リビング」や「キッチンや居室」，「チョウチョの飛ぶ公園」を配置す

るなど，地球での暮らしに類似した環境（部屋）を製作する子供が

大部分を占めた。中には，「トイレ一つ一つの横に木を植えたもの」

や「理科室に火星儀を置く」などの工夫もあった。また，地下ではあ

るが「窓」を描いた子もいた。製作物から推察すると，子供たちは，

地球での暮らしの延長を火星の地下基地に求め，再現しているよう

であった。完成した地下の部屋を同じチームで上下につなぎ合わせ

ると，統一テーマのもとに，さまざまな部屋が完成した。筆者の一人

である村川は，動物が観覧車に乗って楽しむ姿を観覧するユニークな

美術館を描いた（写真 3）。別チームの作品を机上で合体させると多

機能な部屋の集合体が完成し，その多様性や奇想天外な発想のデザ

インに，一同歓声をあげ，笑い，驚き，楽しんでいる様子が伺えた。

このことから，ワークショップの開始時および実施中の自分ひとり，

もしくは同チーム内での限られた発想だけでなく，皆で手分けをする

ことで短時間のうちに火星での暮らしの多様なアイデアが出てくるこ

とをワークショップの最後に実感できたであろうと推察する。以上か

ら，図 4に示すように，ワークショップの時間経過に伴って，火星で

の暮らしのイメージが膨らんだと推察すると同時に，地球での暮らし

についても背後で考え，表現する場になったとも推察する。ここで描

写真3：「ものづくりチーム」が描いた火星の地下基地内部

図4：ワークショップ経過時間と火星や地球の理解イメージ

図 ：ワークショップ経過時間と火星や地球の理解イメージ

参加前 参加後

火星
サイエンス

火星での
暮らしの
イメージ

火星や地球
の理解

時間
科学情報

絵本
読み聞かせ

火星基地
製作

個人
チーム

合体

火星や火星での暮らしを考えることで視野が
広がり、地球のことや日常の暮らしを考え直す
きっかけになるのではなかろうか。
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かれた火星の地下基地という“部屋”は，多様性と可能性を秘めた

ものであり，次世代を担う子供たちにとって，火星の地下の利用可能

性に夢を抱き，居住者にとっていかに快適で楽しい空間になりうるか，

その一部を垣間見る機会を提供できたのではないだろうか。また，筆

者らは，“部屋”というサイズ感が，生活をイメージしやすくさせた

のではないかと考えた。その仮説の検証は行なっていないが，今後

の課題としたい。今回，基地のアイデアを出すにあたり，「紙芝居に

よる固定観念の撤廃」「ストーリー設定」「シールやパーツの導入」お

よび「各自がもつ経験やアイデア」が触媒として機能していたと推察

する（図5）。

3.2　	火星基地の外観をデザインするワークショップの結果および
考察

　3回実施し，各回の定員は24名（事前申込制）とし，合計63名の

参加人数であった。事前申込数は602名であり，結果的に約10倍の

倍率となった。本ワークショップは2018年7月31日の火星大接近の

前日の7月30日（月）の開催であり，話題性の高い火星大接近にち

なんだテーマであるということが人気の第一要因であろう。これは，

中秋の名月イベント7）や2003年の火星大接近イベント5）の実践から

も予想できたが，事前申込数の多さから，ニーズの高さを再確認した。

アンケートでは，「とても楽しかった」と「楽しかった」で合わせて

100％を占めた（アンケート回答数58枚。回答率92％。ただし，アン

ケート項目によっては未記入のものもある）。参加理由については図

6に示す。

図5：火星基地のアイデアを出すための触媒とは？
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図 ：火星基地のアイディアを出すための触媒とは？

・
・
・ 

　Step1のきらきら星空ランプ製作では，2018年7月31日の夜空を再

現した。この夏は太陽系の惑星が一同に観測できる絶好のチャンス

であることを，ほとんどの参加者は知らなかった。土星や木星，金星

も肉眼で観望できることを紹介すると驚きの声があがった。これらの

ことから火星をきっかけに他の惑星にも関心を広げることができたと

考える。

　Step2の火星大接近ミニブック製作では，火星を望遠鏡で観測する

予定があるか本番中に参加者に問うたが，全63名中，2名しかいなかっ

た。そのため，肉眼での楽しみ方も事前に記載しておいてよかったと

考える。一方で，Step1とStep2の内容は直接Step3とはつながって

いないため，内容が盛りだくさんすぎて，全体的に駆け足気味な進行

になってしまった点を反省している。このことはアンケートで参加者

からも指摘があった。

　Step3の火星基地ランプ製作では，Step1でランプを製作した自己

経験と，会場内の展示見本5つがあったことから，参加者はイメージ

が湧きやすかったのではないかと推察する。ただし，火星基地内部デ

ザインのワークショップに比べるとチームワークがないぶん，多様な

アイデアの積算をつくりだすことができなかったが，歩き回って個々

の作品を見ることで多様性を感じることができた。また，ライトのオ

ンオフで作品の見た目が変わり2度楽しめるため，アート作品として

も鑑賞できる点が満足度につながったと考える（表2，写真4）。部屋

の電気を消して鑑賞会を行なったときは部屋中が大歓声に包まれた。

また，インスタ映えする撮影スポットも準備したところ，保護者に人

気であった。

　本イベントの作品と思い出一式を宝物のように大事に保存し，帰宅

後も火星について想いをはせてほしいと願い，作品を持ち帰るオリジ

ナル火星袋を準備した（写真5）。火星にちなんだ30種類もの絵柄か

図6：アンケート結果（参加理由，複数回答式／N＝88）
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図6：アンケート結果（参加理由, 複数回答式/ N=88）

, をカット修正
カテゴリ コメント 

工作 ・うまくつくれた 
・いろいろなものがつくれた 
・組み立てが楽しかった 
・自分でつくるのが好きだから 
・色ぬりとくみたてがたのしかった 
・やったことのないことをやれたのでよかったです 
・どんなランプが出来上がるのか、楽しみだったから 
・ランプがきれいに作れたから 
・火せいのランプをつくるとき、ほめてもらえたから 
・星空と基地の両方でとても宇宙らしく、きれいな作品ができてよ 
かったです 
・とてもおもしろいラボでした 

火星 ・かせいのせつめいがたのしかった 
・火星のことをいっぱいしりました 
・説明がとてもわかりやすかったです 
・ぜひ火星観察をしてみようと思った。５円玉を使って…… 
・火星大接近について知れて良かった 

工作と 
火星 

・火星のことも学べたし、自分だけの火星基地ランプを作る事がで
きたから 
・星のことも分かったし、その上で作れてたのしかった 

ネガティブ 
意見 

・時間がみじかく、いそがしかった 
・ミニブック、最初の一回ではなく、すべてにふりがなをふっていただ
けるともっとよかったと思います 
・もう少し厚紙で用意して下さると丈夫に完成できると思いました 

表2：アンケート自由記述（満足度の理由, 意見/ 一部抜粋） 語尾の「。」をトルで 
統一して修正 表2：アンケート自由記述（満足度の理由，意見／一部抜粋）

44 日本サイエンスコミュニケーション協会誌　Vol.9  No.2  2019 年
Journal of Japanese Association for Science Communication

実 践 報 告



ら選べるようにし，3つの作品を自分好みの袋に入れられるようにし

た。袋はかわいいと非常に好評であった。

3.3　総合考察
　2種類のワークショップは，実施形式や参加人数はまったく異なる

ものであったが，子供たちなりにアイデアを凝らし，自己流の火星基

地をデザインし楽しんでいた点は共通していた。遠いようで近い火星

という惑星をテーマにした基地デザインは，地球での暮らしを映し出

す良き題材になりうると推察する。

　本ワークショップのオリジナリティを探るため，火星基地もしくは

火星での暮らしに関連した似通った内容のイベントがないか，全国科

学館連携協議会加盟館175館のホームページで公表されているもの

を調べた。そのうち関連しそうなものは，直接担当者への問い合わせ

を行なった。まず，筆者の一人である新井が2003年8月に日本科学

未来館で開催した火星大接近のイベント内で，日本宇宙少年団が所

有する簡単な火星基地3Dカードを製作するイベントを開催してい

る 5）。また，日本宇宙少年団ではマーズハビテーション構想ペーパー

クラフトというものも所有しており，火星基地3Dカードとともに，

ホームページからダウンロードできるようになっている7） が，これら

は単なる工作にしかすぎない。また，2016年3月には山梨県立科学

館で「火星に秘密基地をつくろう」というワークショップが開催され，

外部講師が直径4mの巨大なドームを子供たちと製作している8）。ま

た，宇宙少年団苫小牧分団では，2018年1月から6月にかけて，ヨー

グルトやお菓子の箱などを用いて「火星基地の製作」を行なってい

る9）。電力エリアや居住エリアなどに班分けし，意見が出やすい工夫

をしている。この分団では，映画「オデッセイ」からヒントを得て，

例会ごとに座学で知識を深めていき，火星基地製作に臨んでいる。

また，日本宇宙少年団MM分団では，littleBits（リトルビッツ）という

磁石でつなげる電子回路を用いて，外部講師が「火星の街をつくろ

う！」というワークショップを2017年5月に実施している10）。ブザー

がなりライトがつく火星のおうち，光と空調が完全にコントロールさ

れた畑などが製作されている。また，はまぎんこども宇宙科学館でも

2017年1月に「littleBitsを使って火星で快適に暮らそう！」を外部講

師が実施している11）。これらのことから，littleBitsにおいても，火星

での暮らしを考え工作する中で，地球での暮らしに似たものがつくら

れたり，火星環境を視野に入れた施設ができたりしていることがわか

る。littleBitsは，プログラミングを学びつつ，火星や地球での快適な

暮らしについても想像し，クリエイティブな発想で取り組める非常に

優れた教材であると考えられる。

　次に世界で最も火星に探査機を送り込んでいる米国における，火

星に関する子供向けイベントについて調べた。米国火星協会は，教育

イベントとして，出前講演と観望会，インターネットでの会議や講演，

展示，ローバー製作をこれまで行なってきている12）。さらに，NASA

ではMars Makerという特設サイトをつくり，2014年6月を締め切り

としてMakerBot Mars Base Challengeというコンテストを開催してい

る 13）。同サイト内の特設ページ“ Image Mars”では，火星に関連し

たプロジェクトを市民が投稿することができ，すでに100以上の事例

が投稿されている。そのうち，何週間もかけずに1回で完結するタイ

プのイベントは8つ事例があった。①火星での野球をテーマに重力に

ついて学ぶもの，②建築や放射線環境などについて学ぶ座学式のも

の，③火星に行くのに相応しい性格について考えるもの，④NASAの

科学者や建築家からヒントをもらい火星で必要な建築物について考

えるもの，⑤火星での食品選択や⑥水資源や節水，水の保全に関す

る公共サービスを考えるもの，⑦火星での交通システムについて考

えて絵を描くもの，⑧単に火星基地の絵を描くというものがあった。

このなかで，筆者らの実施したワークショップに似ているものは，④

のロサンゼルスの小学生向けに開催されたものである。こちらは，

NASAの科学者や建築家から専門的な情報をもとに，火星を旅行する

100人の探検家であるという設定で，火星で必要な建築物，ドーム構

造について考えて描くというものであった。

　これらの国内外のイベント事例と筆者らが2016年5月に行なった

「火星の地下基地100部屋をデザインしよう！」を比較してみること

にする。筆者らの「火星基地」は，アナログではあるがストーリーを

設定している点，チームで取り組む点，地下基地に特化している点，

写真4：参加者の作品の一例

写真5：お持ち帰り用のオリジナル火星袋と成果物一式（試作品）
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また，子供たちの基地を合体させて多様なアイデアを共有するという

点，火星とはまったく関係のない絵本の読み聞かせからヒントを得る

点，そして建築学的設計を重視するのではなく室内での暮らしに重点

を置いているという点が特徴的である。これらの点から，littleBitsを

用いた火星の街づくりイベントやロサンゼルスでのイベントとは異

なっている。また，宇宙少年団対象の例会との違いは，継続的に火星

や宇宙について集団で知識を深めている子供たちがターゲットではな

いという点である。さらに，筆者らが2018年に行なった「火星基地

ランプ」のようなアート要素を兼ね備えた火星基地づくりのワーク

ショップ事例は存在しなかった。

　とりわけ，天文学的現象が起こる時期に天文をテーマにしたイベン

トを開催することは，新井らの中秋の名月 14）や2003年の火星大接近

イベント5）の実施報告にあるように満足度が高い。また，早川・茶

山15）の金環日食に関する考察に示されるように，一時的にではある

が宇宙や天体に関する市民の関心が高まることが示唆されている。そ

のため，日本火星協会のような活動は，宇宙探査などの最新情報をタ

イムリーかつわかりやすく知りたい市民のニーズに応えるとともに，

今後も期待されており，重要な役割を担いうると推察される。今回，

2種類のワークショップの実施を通して，実施者である日本火星協会

は以下の点を再認識した。①専門的な科学の知識の教授だけではな

く，クイズの導入や，イベント内にチーム対抗ゲームを取り入れると，

場が盛りあがり，楽しい雰囲気をつくり出せる。また，発言やアクショ

ンを自ら行なうウォーミングアップとして有効である。さらに，参加

者間および参加者と実施者間のコミュニケーションも円滑に進めるこ

とができる。②天文学的現象が起こる時期にそのテーマでイベントを

開催すると，集客と満足度が非常に高くなる。以上2点は，事前に予

想していたことではあるが，今回再確認できた。また，③テーマとヒ

ントの設定，および制限時間のバランスの難しさ（表 3）について再

認識した。火星地下基地のデザインにおいては，表1に示したミッショ

ンを設定し，手分けして多機能な地下100部屋をデザインすることに

重点を置いた。もし，「気軽に屋外に出られない地下内での暮らし」や，

「太陽光」や「水」「エネルギー」をどう確保し，「地下」で暖かく持

続可能な生活集団をおくれるかなどを十分に考えさせたいならば，そ

れに特化したミッションを設定し，働きがけや触媒を工夫し，考察時

間を十分に確保する必要があると考える。また，短時間内に，効率的

な運用かつ効果的なイベントとなるように情報やヒント，素材を与え

すぎると，かえって子供たちのユニークな発想を妨げてしまう恐れが

ある。そのため，ワークショップの趣旨，注意点などを整理したうえで，

当日の朝礼などで，実施メンバーに留意点について十分なコミュニ

ケーションをとっておく必要があると考える。

　2018年12月に三鷹ネットワーク大学で開催された日本サイエンス

コミュニケーション協会年会にて本ワークショップに関するポスター

発表を行なった。その際，来場者に簡単な聴き取り調査とアンケート

を行なった（図7）。回答人数は15名で各自2カ所投票できるものとし，

火星基地内部をデザインするワークショップ 火星基地外観をデザインするワークショップ

対象 小学校１年生～６年生 小学校１年生～６年生
実施目的 「火星への興味関心を高める」 「火星居住について考える機会を提供する」

参加目的
（予想）

・火星や火星基地に興味がある ・火星大接近について知りたい
・星空ランプや火星基地ランプを作りたい

事前に与える
科学情報

・火星の環境
（地下と地上）
・地球との違い

・火星大接近
・世界の火星探査
・日本の火星探査

テーマ設定 ・テーマを設定（あるルールに従いデザイン） ・テーマは自由

チームか、個人か ・チーム ・個人
作品の持ち帰り ・自分の描いた基地は持ち帰り可能だが、チームで合体

した作品は閲覧のみ（写真撮影は可）
・自分の作品は持ち帰り可能

メリット・デメリット ・チームで協力することで、ある目的・機能をもった基地が
完成し、全体として多様な基地ができる
・ヒントに縛られることで、自由度が狭まる

・テーマは自分で設定できるため、自由度は高いが、多
様性や考察力に欠ける

主な工夫点 ・絵本の読み聞かせによる火星以外からの視点による興
味喚起
・実在人物を例にした火星への招待状の導入
・石ころじゃんけんゲームによるチーム醸成とワークショップ
内通貨（石ころ）の導入
・パーツを活用した時間短縮

・火星大接近にからめた集客
・星空ランプを予備工作としたウォーミングアップ
・シールを活用した時間短縮
・火星大接近を思い出に残す構成と作品を保存したく
なるオリジナル持ち帰り袋の導入
・アートの視点（完成作品の鑑賞）

改良案の例 ・チームで出たアイディアをお土産式に持ち帰る
・地球での地下の利用法へと応用した考察を導入

・基地は複数で一つの機能を持たせ、チーム制にして、
ある程度のテーマを設定する
・地球での暮らしとのリンク

表 ： 種のワークショップの特徴比較
 表3：2種のワークショップの特徴比較
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30票の回答を得た。この結果から日本火星協会には，「子供向けイベ

ントの実施」と，「日本の火星探査の応援」に期待の声が多く寄せら

れた。その他，「大学などの研究機関とのメディエーター（仲介者）

的役割」「移住先として考えるべきかどうかをみんなで考えるイベン

ト」などの提案があった。国内では，河合塾が中高生向けに有料で開

催している「河合塾未来研究プログラム」 16）の中で，「宇宙開発と国

際平和」と題し，火星移住を含めた宇宙開発について賛成派と反対

派に分かれて議論する機会を提供している。これらは今後の活動の

参考にしたい。

　2010年以降，米国のみならず，インドの国家主導型の火星探査機

の火星到達成功が続き，さらに民間による火星移住計画も発表され

ている。そのため年々，火星はメディアで扱われる機会が増え，より

関心の高いテーマとなりつつある。アラブ首長国連邦（UAE）のドバ

イ政府宇宙機関（MBRSC）の火星探査機の打ち上げ輸送サービスを

2016年に三菱重工業が受注した 17）。2020年にH-ⅡAロケットでの打

ち上げ，2021年（UAE建国50周年）に火星到着を予定。そしてUAE

政府は，2117年に100年後の火星に居住地をつくる「マーズ2117計画」

を発表し，火星科学都市を建設すると述べている 18）。民間による火

星探査計画については，オランダのマーズワンプロジェクトをはじめ，

2016年には，イーロン・マスク氏による100万人規模の火星居住計

画が発表された 19）。一方，日本は，国家主導による日本の火星探査

計画「のぞみ」の2003年12月の火星軌道到達の失敗以降，各国に後

れをとっている。しかしながら，火星の衛星を探査するという火星衛

星探査計画（MMX）が，国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構

（JAXA）を中心に進められている。また，国際的には，国際宇宙探査

協働グループ（ISECG）の方針のもとに，月近傍有人拠点「ゲートウェ

イ」の開発が具現化してきている。日本では，火星有人探査を視野

に入れたとき，国際宇宙ステーションで培ってきた技術では足りない

部分を「技術ギャップ」として認識し，検討を始めている 20）。このよ

うに，有人火星滞在に向けて各国が動き出している。火星に降り立つ

人類は，次世代を担う若者の役目となるであろう。

4．	今後の展望・おわりに

　筆者らは，新たな火星の魅力の発見や，有人火星探査を考えるこ

とで乗り越えるべき技術ギャップが存在すること，地球における暮ら

しを再認識することを今後の火星ワークショップの実施を通じて伝え

ていきたいと考えている。そのため，組織の壁を超えた連携の可能

性を模索しつつ，ワークショップ実施の機会や，協賛企業，協力者，

会員を探している。

謝辞　本ワークショップ実施にあたり，はまぎんこども宇宙科学館の

櫻井英雄氏，坂巻たみ氏をはじめとするスタッフの皆さんに多大なご
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会副代表理事の大嶋龍男氏をはじめ，日本火星協会の船見千穂氏，

前田絵美氏，諏訪間宣久氏，梶原廣竜氏，鈴木一生氏の協力をいた

だいた。日本宇宙少年団苫小牧分団の活動については藤島豊久氏，

littleBitsの活動については，tanpro-labの小笠原記子氏，株式会社コ

ルグの平井千智氏にご助言いただいた。また，日本サイエンスコミュ

ニケーション協会年会や実践報告執筆にあたり，筑波大学の白川友

紀氏から迅速で暖かい助言をいただいた。英文要旨は，米国在住の
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Mars Society Japan is engaged in educational activities for children and young adults interested in both Mars and deep space exploration. 

Since Mars approached the Earth in 2018, the planet is familiar to many. An appropriately sized cave on the planet of Mars can be a candidate 

site for Mars base.  Therefore, we conducted two kinds of workshops to design the interior of the Mars' base as well as the external Mars' base 

appearance. Although the project implementation and number of participants varied, it was common to observe that each had created  

original ideas for themselves. Thus each was able to engage their imagination and subsequently enjoy their culmination of their efforts. We 

assumed that the base design - utilizing the theme of a planet that is both far and near - was viable, and also reflected aspects of life on planet 
Earth. In particular, it was shown that when the astronomical phenomenon occurred, holding an event with the theme of astronomy  

increased the number of applicants while, at the same time, the satisfaction levels also increased.  Activities such as this respond to the  

enthusiasm of those interested in space exploration, and play an important role in future planetary exploration.

Abstract

Keyword  Mars, Workshop, Mars' Habitation Module, Kid-friendly, NPO

A Report on Kid-friendly Workshops:  
How to Design a Mars' Habitation Module

Mayumi ARAI, Yoshiki ANNOU, Kiosuke MURAKAWA
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皆さまの投稿をお待ちしています！

内尾優子　Yuko UCHIO

国立科学博物館 職員

大規模な自然災害が起こり，大きな被害が生じています。
防災の観点で知識を持つことはとても重要ですし，その理
解を支える，「地球」の基本的な特徴の理解，特に「地質学」
を学ぶことはとても大事です。博物館での「岩石」の展示は，
見た目は地味ですが，私たちが暮らす「地球」についてと
ても学びやすいです。ニューヨークの自然史博物館やスミ
ソニアン自然史博物館などは，実物標本の「岩石」を伴っ
て解説される展示に，とても広いスペースが取られており，
なぜかじっくり見学している人も多い印象です。日本の博
物館の展示は狭くてスペースが限られますが，もっと「地球」
について解説する展示に，十分なスペースが割かれると良
いと思います。

浦山 毅　Takeshi URAYAMA

「モハ工房」代表，編集歴38年の理系編集者

本特集を組むに先立ち，2005年に『つくば生物ジャーナル』
誌で編んだ「特集：科学コミュニケーターを考える」（http://
www.biol.tsukuba.ac.jp/tjb/Vol4No11/index.html ）を読み
直してみました。サイエンスコミュニケーション研究に関
して，当時と現在で異なっていることもあれば，ほとんど
変わっていないこともあります。変わっていないことの筆
頭は，研究範囲が依然として定まっていないこと。逆に明
確になったことは，研究成果を人文科学・社会科学・自然
科学のいずれの分野で発表するかで評価が大きく異なるこ
とです。学際的研究であるがゆえなのでしょうか。

小川義和　Yoshikazu OGAWA

国立科学博物館

本年度は日本の博物館界において大きなイベントがありま
した。9 月1日～7日にかけて第 25 回国際博物館会議（京都
大会）が開催されました。ICOM は International Council of 
Museums の略で，141カ国の 4 万人以上の博物館専門家が
参加している国際的な非政府機関です。会議は 3 年に一度
開催されますが，今回 4590 人（史上最多）の参加，日本か
ら1866 人の参加がありました。世界中の博物館関係者が一
堂に会し，博物館の定義の見直しなど，博物館の現状と未
来について議論を深めました。持続可能な社会のために博
物館の果たす役割がますます重要になってきています。
ICOMロス？で，しばらく低調ですが，体調を整え，秋の夜
長に備えなければ。

岸田一隆　Ittaka KISHIDA

青山学院大学教授

欧州における人文系知識人を中心とした「反科学」と，米
国における福音系キリスト教徒を中心とした「非科学」と，
日本における一般市民を中心とした「無関心」とでは，無
関心の壁を壊すのが一番骨が折れるだろうと，かつては思っ
ていました。今でも，その困難さの認識を変えるつもりは
ありません。ところが，米国における非科学は私が思って
いる以上に「多数派」であり，壁が「強固」であることを，
三井誠著『ルポ・人は科学が苦手』を読んで感じました。
非科学は宗教から発しているのではなく，政治信条から発
していました。そして，米国におけるコミュニケーション
の難しさは，日本での原子力の科学コミュニケーションの
難しさと共通していました。

舘谷 徹　Toru TATEYA

フリーライター・脚本家，さいたまプラネタリウムクリエイト会員

本号では，小川副会長より，協会誌の編集方針が改めて紹
介されましたが，「交流と議論の場」というのが現在の編集
方針です。これを決める前，剏刊へ向けて編集委員同士で「ど
ういう位置付けにするか」「何を伝えるのか」といったとこ
ろから，まさに喧喧諤諤の議論をしました。その中で，私
のような“SC 素人”の声も汲んでいただきましたし，逆に
私が“プロ”の意見を真っ向から否定なんてこともありま
した（笑）。そんな議論のうえにスタートした本誌ですから，
今後もいい議論が誌面で繰り広げられると期待しています。

中山慎也　Shinya NAKAYAMA

宮城教育大学准教授

17 年間勤めた出雲科学館を退職し，教員養成大学の教員へ
転身しました。学校教育の理科や科学系博物館で実践され
る社会教育の中にどのようなサイエンスコミュニケーショ
ンが成り立つのか関心を持ち続けています。さまざまなサ
イエンスコミュニケーション活動のある中で，本誌のよう
に実践事例を記載することにより，みなさんとの共有財産
として活用できるようになることはとても意味のあること
だと思っています。記事や実践報告などの投稿をお待ちし
ています。

西岡真由美　Mayumi NISHIOKA

ノンフィクションライター／獣医師

今回も，知りたい！のコーナーを担当させていただきまし
た。「都市鉱山」について，サイエンスコミュニケーション
の実践例もお話いただき，より身近に感じることができま
した。何より，自宅に小型家電をため込む傾向がある自分
にとっては，頭が上がらないテーマでした。来年はオリン
ピックイヤー。日本は，世界からさまざまな視点で注目を
受けることになります。環境に配慮した持続可能な社会づ
くりや，一人ひとりの行動にしても，何か新たなスタート
をきるきっかけになると良いな，と思います。

牟田由喜子　Yukiko MUTA

編集者・サイエンスワークショップデザイナー（フリーランス）

10 月にお台場で開催された「クライメート・リアリティ・リー
ダーシップ・コミュニティ」にて，アル・ゴア元米国副大
統領のトレーニングを受けてきました。当日は，“科学者の
声”として国立環境研究所の江守正多さんが深刻な現状と
未来予想を発信。本誌 Vol. 4， No. 1（ 2015 ）でも保坂直紀
さんが連載「知りたい！」で“地球温暖化の伝え方”を，
その難しさも含め丁寧に記しています。世界ではすでに154
カ国の人々がリーダーとして活動しており，今回お台場に
結集した 800 人が新たにプロジェクトに加わりました。
RE100 目標を掲げる企業所属の方々が目立ちましたが，私
はサイエンスコミュニケーターの立場から地域で何らかの
貢献ができたらと思っています。

渡辺政隆　Masataka WATANABE

サイエンスライター

ようやく秋の気配かと思う間もなく，一気に晩秋の趣を呈し
つつあります。今回は SC 研究を特集しました。寄稿者の方
がお書きになっているように，SCは一義に定義できるもので
はありません。したがってその研究となると，コミュニケー
ション手法の評価を始めとして，サイエンスに関する意識調
査まで，幅広い可能性があります。そこでいま一度見直すべ
きは，実施する活動の目的と実施意図でしょう。そうすれば，
それを実現するための効果的な手法とその成果の評価法（た
とえばアンケートの取り方）が自ずと見えてきそうです。
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挑戦する博物館　今、博物館がオモシロイ‼

　限られた資源のなか、他の博物館、公民館、自治体、学校などの関係機関と
連携して、地域の人々を巻き込み、地域の文化創造に取り組んでいる博物館が
ある。本書は、こうした「挑戦する博物館」の強み、成果、工夫、経営、事業
展開方法などを紹介し、博物館の〝オモシロさ〟を知ってもらうとともに、取
組手法を実践者が解説することを通して博物館全体でそのノウハウを共有する。

【編著】小川 義和・五月女 賢司

協働する博物館　博学連携の充実に向けて
【編著】小川 義和

　多様な文化の創造や継承という博物館の機能に注目し、それに関わる問題意
識やリテラシーを醸成する博物館の教育機能に焦点を当てる。学校等との連携・
協働を通じて学校教育の支援や拡張を図っている例（７編）、博物館のもつ地域
文化の多様性を学校教育に還元している例（３編）、地域文化の創造を担う人材
の養成に工夫と努力を行っている例（５編）の紹介を通じ、今後博物館が自ら
の使命として学校教育と連携・協働するための方途を検討する。
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1929440015001

入会のご案内
JASCはサイエンスコミュニケーションに関心のある方すべてに開かれています。

お問い合わせ先　JASC事務局／E-mail：info@sciencecommunication.jp

賛助会員（団体・個人）

一般会員（個人）

正 会 員（個 人）

事業に賛同する  1口 10,000円

本会の活動の情報を共有し，事業に協力する  5,000円

本会の活動に積極的に参加し，事業を遂行する  10,000円 ※正会員の学割制度もあります

〔会費振込先口座〕
三菱UFJ銀行／三鷹支店（店番222）／普通口座：口座番号〔0130029〕／口座名〔一般社団法人 日本サイエンスコミュニケーション協会〕

※会費振込は，入会手続き終了後〈理事会承認後〉となります。

●入会申込み 協会ウェブサイトよりお申し込みいただけます。
〔一般社団法人  日本サイエンスコミュニケーション協会〕 http://www.sciencecommunication.jp/

会員種別と
年会費

日本サイエンスコミュニケーション協会”“一般社団法人
です。

サイエンスコミュニケーションを促進することにより，

社会全体のサイエンスリテラシーを高め，

人々が科学技術をめぐる問題に主体的に関与していける社会の実現に貢献します。

このような活動を行います このような方を募集します

つながる 情報の共有・交流

深める 調査及び研究

実施及び調査

意見の表明

人材の育成

関連事業の実施

実践する

発信する

育てる

その他

サイエンスコミュニケーションを
実践する人

サイエンスコミュニケーションの
手法や評価方法などについて
研究したい人

サイエンスコミュニケーションの
実施に向けて交流したい人

サイエンスコミュニケーションの
問題や課題を共に考え
改善のために活動したい人

など

このような活動を行います このような方を募集します

情報の共有・交流 サイエンスコミュニケーションを
実践する人

サイエンスコミュニケーションの
手法や評価方法などについて
研究したい人

サイエンスコミュニケーションの
問題や課題を共に考え
改善のために活動したい人

学協会
研究機関

学校
教育団体

博物館
科学館

企業
産業界

メディア

行政
自治体

公益団体
NPO

市民

サイエンス
コミュニケーション
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